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限界の打破、記録の更新、タイムの向上――スポーツとは自分のベストを更
に高めること。アスリートは自分自身の最高記録に挑戦し続け、更なる成長の
ために努力し続けます。

アシックスのＣＳＲ（企業の社会的責任）及びサステナビリティ（企業、社
会、環境の持続性）への姿勢も同じです。

このＣＳＲ・サステナビリティレポート2013/14では、アシックスの2013
年度（2013年４月１日から2014年３月31日まで）のサステナビリティ向上
活動を報告しています。製品・サービスや事業活動での環境負荷の低減、生産
委託先などのサプライヤーのＣＳＲ水準向上に対する取り組み、従業員支援、
地域社会への貢献、ステークホルダーとの関わりを紹介しています。

また、「We are ASICS」をテーマに、様々なステークホルダーと連携し、
支援をいただくことで企業と社会と環境の持続的発展ができることを強調して
います。

当レポートについて

詳細はホームページへ

アシックス及びそのＣＳＲ・サステナビリティ 
　活動の詳細、ＧＲＩ指標、過去のレポートにつ 
　いては、当社ホームページをご参照下さい。

  corp.asics.com/jp

当レポートやアシックスの企業活動に
対する皆様のご意見をお待ちしています。

株式会社アシックス 
　ＣＳＲ・サステナビリティ部

〒650-8555 
　神戸市中央区港島中町７丁目１番１

Tel.078-303-1244 
　Fax.078-303-2211
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ＣＥＯメッセージ

アシックスはアスリートのために存在し、彼らのニーズを絶えず把
握することに全力を注いでいます。スポーツでのパフォーマンスの向
上を使命とする企業として、上を目指して挑戦し続けることがいかに
大切なのか、私たちは理解しています。アスリートは戦いに勝つため
に常に努力しており、その戦いには自分との戦いも含まれています。

アスリートが自己ベストを更新すべく努力しているように、アシッ
クスもサステナビリティ（企業と社会と環境の持続性）を向上させ続
けることを目標としています。アシックススポーツ工学研究所では、
最新の技術と身体や運動に関する新たな発見を組み合わせ、製品やサ
ービスの改善に努めています。求める基準が高くなればなるほど、そ
こにはより多くの困難が生じます。しかし、私たちはそこから更に改
善と向上が実現できることを知っています。まさにそれと同じ方法で、
私たちはサステナビリティ向上に取り組んでいます。

私たちはビジネスのあらゆる面でサステナビリティに配慮します。
それにはお客様の健康推進、バリューチェーンでの環境負荷低減、生
産委託先などのサプライヤーの労働現場での公平性や安全性の確保、
人材の育成や地域社会への貢献が含まれます。

私たちはグローバルな企業であり、幅広いステークホルダー（お客
様、株主、サプライヤー、ビジネスパートナー）とつながっています。
アスリートのパフォーマンスが個々の力に加えて周囲からのサポート
によって支えられているように、私たちは全ステークホルダーによる
サポートを受けながら、サステナビリティ目標の達成を目指していま
す。今回のレポートは、「We are ASICS」をテーマに、企業が前
進し続けるためにはパートナーシップが極めて重要であることを強調
しています。

全てのステークホルダーが大切なのはもちろんですが、今回は特に
サプライヤーに焦点を当てました。工場での労働条件の改善及び公正

なビジネスは、昨年度の当社の重点課題でした。国際労働機関
（ILO）やＮＧＯと連携しながら、サプライヤーとの協力関係を更に
強化したいと考えています。

私たちはビジネスのあらゆる面でサステナビリティに配
慮します。それにはお客様の健康推進、バリューチェーン
での環境負荷低減、生産委託先などのサプライヤーの
労働現場での公平性や安全性の確保、人材の育成や地
域社会への貢献が含まれます。

私たちは、企業は社会の公器であるべきだという認識をもっていま
す。東日本大震災から３年が経過しました。緊急援助を必要とする段
階ではなくなりましたが、被災地の生活は日常を取り戻せていません。
私たちは「A Bright Tomorrow Through Sport」（あしたへ、ス
ポーツとともに）プログラムを通して、これからも東北の地域社会に
貢献したいと考えています。

私たちは積極的にサステナビリティ面での活動に取り組んでいます
が、昨年直面した様々な課題のことを考えると、すべきことがまだあ
ると強く思います。

今まで以上に私たちはステークホルダーと緊密に連携し、企業と社
会と環境の持続的発展を推進していく所存です。

「Better Our Best」。私たちは、アスリートがそうであるように、
常にベストを尽くしていきます。

ＣＳＲ・サステナビリティレポート2013/14

株式会社アシックス
代表取締役社長ＣＥＯ
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76.4%

17.4%
6.2%

会社概要
アシックスはスポーツ用品及びレジャー用品の製造と販売をする企業で、約30カ国

に53の子会社があります。ビジネスパートナーとの連携や各種イベントへの参画を通
して、それ以外の地域にも活動の場を広げています。

スポーツシューズ類:  
251,827

スポーツウエア類:  
57,198

スポーツ用具類: 
20,438

事業展開地域
売上高

分類別売上高（百万円）

詳細はこちら http://corp.asics.com/jp/investor_relations

売上高
米州
４社

94,493
百万円

売上高
その他事業

10,802
百万円

売上高
日本
14社

119,796
百万円

売上高
欧州
22社

85,235
百万円

売上高
東アジア
11社

23,768
百万円

売上高
オセアニア
３社

15,105
百万円

2013年度

329,464
売上高 (百万円)

2013年度

16,108
純利益 (百万円)

35 調達先国数6,585         � 従業員数 
（連結）135+           �支援しているマラソン

及び大規模ランニング
イベント
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Philosophy

Vision

values

アシックスのサステナビリティ

・製品・サービスに関わる技術、革新、
サステナビリティ

・製品・サービスの安全性、品質
・環境
・公正なビジネス
・従業員
・スポーツ・健康を通じた社会貢献
・利益の還元
・ガバナンス

・ステークホルダーとコミュニケーションを図
り、パートナーシップを構築する

・人権を尊重し、個人の健全な成長を推進する
・倫理的に行動し、法令を順守する
・説明責任を果たし、透明性を保つ

ＣＳＲ・サステナビリティの 
ビジョン

スポーツに関わる製品やサービスを
通して、世界の人々の健康と幸せ、そ
して持続可能な社会と環境を実現する。

8 4 
つの柱

 
 つの原則

ASICS SPIRIT 
（アシックススピリット） 

健全な身体に健全な精神があれかし 
　「An ima  Sana  I n  Corpore 
Sano」（もし神に祈るならば、健全
な身体に健全な精神があれかし、と祈
るべきだ）。私たちは、このラテン語
の頭文字を取って社名をASICS（アシ
ックス）としました。また、これは私
たちの創業哲学でもあります。それを
継承する「アシックススピリット」は、
「フィロソフィー」、「ビジョン」、
「バリュー」からなります。このスピ
リットこそが私たちの全ての活動の基
礎です。

バリュー
スポーツマン精神:
第1条：スポーツマンはルールを守る
第2条：スポーツマンはフェアプレーの精神に徹する
第3条：スポーツマンは絶えずベストを尽くす
第4条：スポーツマンはチームの勝利のために闘う
第5条：スポーツマンは能力を高めるために常に鍛錬する
第6条：スポーツマンは、「ころんだら、起きればよい。 

失敗しても成功するまでやればよい。」

フィロソフィー
 
創業哲学
健全な身体に健全な精神があれかし

アシックスの理念
1. �スポーツを通して、すべてのお客様に

価値ある製品・サービスを提供する

2. �私たちを取り巻く環境をまもり、 
世界の人々とその社会に貢献する

3. �健全なサービスによる利益を、 
アシックスを支えてくださる株主、 
地域社会、従業員に還元する

4. �個人の尊厳を尊重した自由で公正な 
規律あるアシックスを実現する

ビジョン
スポーツでつちかった
知的技術により、質の
高いライフスタイルを
創造する

アシックスは、スポーツを通じて青少年を育

成したいという創業者の思いから1949年に生

まれました。ＣＳＲ及びサステナビリティは常

に経営の根幹にあり、アシックスの理念「私た

ちを取り巻く環境をまもり、世界の人々とその

社会に貢献する」などに受け継がれています。

基本方針
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優先的に取り組むべき３領域:

❶バリューチェーン全体での環境負荷を低減する

❷製品・資材の調達先での化学物質管理を向上させる

❸製品・資材の調達先での労働慣行を適正に保つ

これらの優先領域に基づき、2015年度に向けた年次及び中期のサ
ステナビリティ目標を設定しました。目標の達成に向けて活動する一
方で、ステークホルダーから得られた意見を参考にし、2015年度以
降の優先領域と目標の設定に生かしていきます。

アシックスのサステナビリティ

中期サステナビリティ目標と進捗 
当社のサステナビリティ目標は、バリューチェーン全体を考慮し、

その中でも製造工程での環境面及び社会面への影響に重点を置いてい
ます。各目標の進捗状況は下表をご参照下さい。

2014年度からは、これまでのスポーツシューズ事業に加えて、ス
ポーツウエア事業とスポーツ用具事業のグローバルでの優先目標も盛
り込みました。各地域で展開及び参画しているプロジェクトの成果や
進捗状況に基づいて設定したものです。

カテゴリ 2015年度目標 2013年度進捗 2014年度計画 関連 
ページ

製品 ・業界の環境指標の順次適用
・グローバルの評価基準の設定

デザイン・開発プロセスに業界の環境指標
（SAC Higg Index）を適用開始
状況：計画通り進捗

更に幅広い製品のデザイン・開発プ
ロセスに適用

P11

・環境配慮型商品の売上高占有
率：35%（2013年度目標。対
象：国内売上高）

売上高占有率38.8%を達成
状況：達成

Higg Indexを用いてサステナブルな
製品への取り組みを継続

P11

・化学物質管理の継続的強化 ・ガイドライン及び材料管理システムを強化
・AFIRM（業界団体）に加盟
状況：計画通り進捗

・強化したガイドライン及び材料管理
システムの運用

・社内外のステークホルダー向けに研
修を実施

P14

材料調達 ・環境配慮型素材の採用 140点の製品にリサイクル素材を採用
状況：計画通り進捗

環境配慮型素材を継続して使用 P12

・業界をリードするサステナブル
な材料の研究、開発

6つの研究テーマが進行中
状況：計画通り進捗

研究開発を継続し、製品への適用を
検討

P12

重点目標

アシックスは、社会と環境への影響度に応じてＣＳＲ・サステナビリティ課題の優先事項を設定し、
また定期的に見直すことで、影響度の大きな分野に取り組みを集中し、目標を定めています。ステー
クホルダーからの意見や重大な懸念事項の特定（８ページ参照）、内部評価、調査・研究、パートナ
ーとの連携等を通じて、優先事項を設定しています。

次ページに続く
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中期サステナビリティ目標と進捗（続き）

カテゴリ 2015年度目標 2013年度進捗 2014年度計画 関連 
ページ

製造工程 ・直接取引工場の温室効果ガス
（CO2）、水、廃棄物の削減：1
足当たり10%削減（2009年
比）※

2013年度開発の製品のうち生産量の約1/4
で環境負荷を低減する製品デザインを適用
状況：計画通り進捗

工場との連携を強化し製造関連の環
境負荷を低減

P12

・環境配慮型接着剤（水溶性接
着剤）の採用促進：生産量の
60%以上※

全体採用率：31%
（導入済み工場での採用率：45%）
状況：進捗なし

工場での状況を調査し、未採用工場
での採用を促進

P14

・業界をリードするサステナブル
な製造工程の研究、開発

7つの研究テーマが進行中
状況：計画通り進捗

研究開発を継続し、製品への適用を
検討

P12

・新規1次サプライヤーを対象に
スクリーニングを実施し、アシ
ックスのCSR・サステナビリテ
ィ基準を達成

2013年の全ての新規1次サプライヤーでス
クリーニングを実施

状況：計画通り進捗

新規1次サプライヤーでのスクリーニ
ングを継続実施

P20

・全ての1次サプライヤーでアシ
ックスのCSR・サステナビリテ
ィ基準を達成

・全ての1次サプライヤーを対象に「工場自
主点検」を実施

・フットウエア、アパレル、アクセサリー製造
の1次サプライヤーで89工場の監査実施

・2013年度に実施した全てのアシックス及
び第三者機関による監査に新しいサプライ
ヤー評価システムを適用

・アシックス労働コンプライアンス評価で1
次サプライヤーの64%が「レベル３」以上
に認定

・ILOのベターワークプログラムに参加
状況：計画通り進捗

・サプライチェーンマネジメントシステ
ムの運用と改善を継続

・1次サプライヤーに対する監査を継
続実施

・関連国所在のサプライヤーに対
し、ILOのベターワークプログラムへ
の参加促進を継続

・ILOのベターワークプログラムと連
携し、サプライヤーへの研修と支援
を継続

P21

- 24

包装材と輸送 ・包装資材の重量削減、リサイク
ル素材の採用

・リサイクル素材の段ボールを継続使用、箱
のサイズを最適化

・物流センターで2,576トンの輸送用包装材
をリサイクルまたは再利用

状況：より前進が必要

・リサイクル素材の段ボールを継続使
用、箱のサイズを最適化

・輸送用包装材のリサイクル量または
再利用量を継続して増やす

P15

・物流拠点の集約化による温室
効果ガス（CO2）削減

•	欧州・米国・アジアの物流ネットワークの最
適化を開始

状況：計画通り進捗

・目標達成に向けて計画作成と実施
を継続

P15

・製品輸送コンテナの容積率向
上：85%以上（対象：国内向け
出荷）※

年間平均：82%
状況：計画通り進捗

・工場からの情報を基に、最適な船積
計画を実施

・目標達成に向けた追加施策を検討

-

事業所 ・温室効果ガス（CO2）削減10% •	前年度比：総量で1.4％増加。売上高当た
りで19.9％減少

・アシックスジャパンの新しいビルに環境配
慮設計を導入。新しい欧州の物流センター
や直営店の設計計画に環境配慮設計を組
み込む

状況：より前進が必要 

・物流センターでの更なる省エネ機会
の検討

・新しい事業所や直営店に環境配慮
設計を導入

P13 
      16 

※対象はスポーツシューズ事業
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グローバル 
アパレル・ 
エクィップ 

メント統括部

グローバル 
フットウエア

統括部
スポーツ工学

研究所

グローバル 
法務・コンプ
ライアンス 

統括部

代表取締役 
社長 

ＣＥＯ
経営企画室 グループ各社

取締役会

グローバル 
マーケティング

統括部

グローバル 
セールス 
統括室

グローバル 
ＳＣＭ推進室

グローバル 
経理財務 
統括部

グローバル 
ＩＴ統括部

グローバル人事
総務統括部

ＣＳＲ・ 
サステナ 

ビリティ部

アシックスは、全社及び各部門の事業戦略にＣ
ＳＲ及びサステナビリティの考え方を取り入れて
います。全従業員の日々の活動を通して、企業活
動全般にそれを浸透させ、体現することは、企業
が当然果たすべき責任であると認識しています。

それらを促進するため、2004年にＣＳＲ・サ
ステナビリティの専任部署を設置しました。同部

署は、日本、欧州、米州の３極の担当者からなり、
社内外のステークホルダーと連携を取りながら、
グローバル課題と各地域の課題に取り組んでいます。

また、アシックスでは、中期サステナビリティ
目標の進捗確認と次段階への方向性の決定を含む
ＣＳＲ・サステナビリティに関する最終責任を取
締役会が負っています。

アシックスのサステナビリティ

信頼の獲得
アシックスは、企業価値を継続的に高め、株主など全てのステーク

ホルダーから更に信頼される会社となるよう、スピードある透明性の
高い経営を実現するためのコーポレート・ガバナンス（企業統治）を
目指しています。

経営管理体制の整備を行うとともに、企業経営に関する監査機能・
内部統制の充実、コンプライアンスの徹底などに努め、ステークホル
ダーの視点を経営に反映させることを心がけています。

コンプライアンスの実現
アシックスは、当社グループの全ての役員と従業員が日々の活動で

順守しなければならない基本的な事項を「アシックスグローバル行動
規範」に定めています。

また、同規範を構成するそれぞれの項目ごとに方針やガイドライン
を策定しています。これにより、責任の所在、役割と権限、指揮命令
系統を含む効率的なガバナンス体制の構築と運用を図っています。

これら文書体系の確立に加えて、コンプライアンス相談窓口「スピ
ークアップライン」を設置しています。役員及び従業員が倫理、法令
や「アシックスグローバル行動規範」及び各種ガイドライン、方針規
程に反する、もしくは反する恐れのある行為を認識した場合に相談・
通報できる体制で、これにより事態の迅速な把握及び是正を図ってい
ます。なお、この窓口への通報者が不利益な取り扱いを受けないよう
配慮した仕組みになっています。

ＣＳＲ・サステナビリティの 
事業への導入

詳細はこちら http://corp.asics.com/jp/investor_relations/management_policy/corporate_governance

ガバナンスと企業倫理
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アシックスと 
ステークホルダー

株主・投資家
私たちは、経営の透明性の 
重要さを認識しています。 
正確かつ明確な情報開示を 
適時かつ適切に行います。 NGO・NPO

ＮＧＯ・ＮＰＯとの継続的な 
対話を通じ、社会課題や業界への 
期待を理解し、ともに解決策を 

模索します。

地域社会
人々の健康の維持・向上と 

地域社会の発展に 
貢献します。

業界団体
国内外の業界団体に参画し、 
他社やステークホルダーと
連携・対話を図ることで、

業界やバリューチェーンでの
共通課題に対する 

より良い解決策を模索します。

お客様
お客様に価値ある 

製品・サービスを提供し、 
世界の人々の健康と幸せに

貢献します。

学術機関
大学や他の学術機関との 

協働によって、
より革新的で持続可能な

製品・サービスの 
開発を促進します。

従業員
従業員一人ひとりが 
お互いを尊重し、 

規律・創造性・意欲を備え、 
個人の成長とともに会社が成長する 

企業風土を目指します。

政府機関
法令や条例を順守し、
意思決定と事業活動が

適切かつ円滑に
遂行されるよう、 

組織体制を整備します。

取引先
より持続可能な 

バリューチェーンの構築に 
向け、取引先と協働し、 

共通価値を生み出します。 
それには、全ての関係者の 

連携と深い関与が 
必要です。

アシックスのサステナビリティ

アシックスの事業は様々なステークホルダーに
支えられています。アシックスは「企業は社会の
公器である」と考えており、ステークホルダーの
利害と当社への期待を尊重し理解した上で、社会
でのアシックスの役割と責任を認識するよう努め
ています。

世界の環境や社会に関する課題には、アシッ

クスとステークホルダーがともに取り組んでい

く必要があります。アシックスは、ステークホ

ルダーと対話し、声に耳を傾けることで、信頼関

係と有益なパートナーシップを構築していきます。

ステークホルダーとの関わり
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製品と
サービスの
創造

inspired
WE ARE

アシックスの理念
スポーツを通して、すべてのお客様
に価値ある製品･サービスを提供する



アシックスの取り組み

アシックスは、製品設計でのサステナ
ビリティ向上を強化しています。 
　継続的な研究開発と革新で製品やサ
ービスを向上させ、人々の健康への貢献
を図る一方、環境負荷の低減に努め、持
続可能なバリューチェーンの構築を目指
しています。

主な活動結果

•	 業界共通のサステナビリティ指標「Higg Index（ヒグ指標）」の策定に参画
しました。この指標に基づき、製品の環境影響を評価しています。  
> 11ページへ

•	 トレイルランニング用ウエアの設計と開発に焦点を当てたライフサイクルア
セスメント（LCA）を完了しました。製造に関するLCAプロジェクトは2014
年度に実施します。 
>  11ページへ

•	 日本市場での売上高に占める環境配慮型商品の割合が、目標を上回る
38.8%となりました。

•	 CO2の総排出量は前年度比1.4％増加しました。しかし、売上高当たりの排
出量は19.9%減少、従業員１人当たりの排出量は8.6%減少しました。 
>  13ページへ

•	 化学物質管理の精度を高めるため、関連するガイドラインと材料管理システ
ムを強化しました。国際的な制限物質リスト管理団体「Apparel and 
Footwear International RSL Management Group（AFIRM）」に加
盟し、知見の向上と業界内のコミュニケーションの強化を図りました。 
> 14ページへ

	 CO2排出量の削減目標を2015年度末までに達成するため、スポーツシュー
ズの主要製品にCO2削減につながる設計を導入しました。また、スポーツシ
ューズとスポーツウエアに環境配慮型素材を採用しました。 
> 12ページへ

•	 環境負荷を更に抑える素材や製造工程に関する13項目の研究テーマが進
行中です。 
> 12ページへ

•	 物流ネットワークの最適化を進めています。  
> 15ページへ

ＣＳＲ目的

•	技術革新を行い、お客様のニーズに応える持続
可能な製品・サービスを提供し、質の高いライフ
スタイルを創造します。

•	お客様に提供する製品・サービスが安全で高品
質であるよう、材料から販売に至るバリューチェ

ーンのすべてで管理に努めます。

•	製品の設計や製造工程をはじめとする事業活動
のすべてにおいて、環境負荷の低減に努めます。

•	自らの意思決定と事業活動が適切かつ円滑に遂
行されるよう、組織体制を整備します。

バリューチェーン

リサイクル素材やバイオ素材などの環境
配慮型素材を積極的に採用します

循環型社会の実現に貢献できる
様々な取り組みを検討します

積極的にデザイン改善をし、製造
工程中の環境負荷を低減します

エネルギーを効率的に使用し、什器を最大限
に再利用するよう直営店を設計します

使用する素材が品質・安全基準を
満たしていることを確認します

物流業者と協力し、最も効率的な手段で
商品を市場に届けます

適切な取扱方法を商品ラベルに示すこと
などで、お客様の環境配慮を支援します

原材料 材料加工 製品製造 流通 販売 使用 廃棄

39%
日本事業での環境配慮型商品の 

売上高占有率
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業界共通の指標を適用
環境に配慮した製品開発の指標として、サステナブル・アパレル連合

（SAC）の「Higg Index（ヒグ指標）」を導入しました。

アシックスは、サステナブル・アパレル連合（SAC）の創設メンバー
です。ＳＡＣはアパレル・フットウエア製品の環境負荷の低減と社会面（生
産現場での労働課題）の改善を目的とする団体で、メーカー、小売業者、
サプライヤー、ＮＧＯ、ＮＰＯ等の 100 以上の組織で構成されています。
ＳＡＣは、原材料調達から廃棄に至る製品ライフサイクルの全てのサス
テナビリティを評価する業界共通の指標「Higg Index（ヒグ指標）」を
開発しています。

アシックスは、この「Higg Index」の策定に積極的に関与しています。
また、他のメーカーやサプライヤーと、サステナビリティの改善に向け
た有益な情報交換をしています。

アシックスは「Higg Index」を製品開発のプロセスに取り入れ、製
品に関するサステナビリティ目標の進捗測定に用いているほか、グルー
プの環境活動の評価にも同指標を活用しています。なお、日本で販売
している環境配慮型商品には、自社基準「アシックス　エコプランマー
ク認定基準」を適用してきましたが、方向性を同じくするため、今後は
同指標に移行していきます。

製品のライフサイクルアセスメント（LCA）
ライフサイクルアセスメント（LCA）は、製品の環境負荷を把握する

有効な手法です。LCA を活用することで、バリューチェーンでの様々な
環境負荷を定量的に評価することができます。そして、材料や製造工
程にその知識を生かすことができます。LCA の手法を洗練させるため、
スポーツ工学研究所での継続的な研究や、外部の研究機関との共同研
究も行っています。

LCA により、どのような素材を使っている製品でも同じ指標で評価
できるようになります。また、製品分野ごとの環境負荷の違いについて
も把握することができます。例えば、お客様による洗濯は、スポーツウ
エアでは環境負荷への影響が比較的大きくなりますが、スポーツシュー
ズでは洗濯することがあまりないため、影響度合いは小さくなります。
逆に、製造工程での環境負荷はスポーツシューズの方が高い傾向にあ
ります。このようなことを把握することで、留意すべき要素の優先順位
の判断が容易になり、環境負荷低減に有効な取り組みを具現化しやす
くなります。

アシックスは製品の環境負荷を分析し、その結果に基づく製品設計を行っています。 
　製品の機能向上と環境負荷低減の両方に役立つ改善を進めています。

環境負荷低減を考慮した製品開発

Higg Indexの概念

環境負荷や社会面
への影響

スポーツウエア、 
スポーツシューズ製品

Higg Indexに
よる評価 原材料調達

製造

包装

製品の使用

製品の廃棄
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ランニングシューズ「GEL-NIMBUS」の部品数削減

-21%

GEL-NIMBUS 15  
(2013)

-29%
GEL-NIMBUS 16  

(2014)

Coming Soon
GEL-NIMBUS 17 

(2015)

製品進化による環境負荷低減
LCA による定量的評価により、スポーツシューズ事業では製造工程

の環境負荷が最も大きいことが分かりました。

2010 年から 2012 年にかけて、米マサチューセッツ工科大学（MIT）
と共同研究を実施し、スポーツシューズの原材料調達から製造、輸送、
製品使用、廃棄に至るまでのバリューチェーン全体での１足当たりの
CO2 排出量を分析しました。それにより、環境負荷の効果的な低減策
が特定でき、ランニングシューズ「GEL-KAYANO 18」の秋冬モデル
の CO2 排出量を当社従来品比で約 20％抑えることができました。

2013 年度は、ランニングシューズ、テニスシューズ、ラグビーシュー
ズなどのより多くの主要シューズ製品で、機能と品質を維持しつつ、デ
ザイン・設計の観点から以下の取り組みを実施しました。

•	 部品、素材、工程の統合と削減

•	 より省エネルギー・省資源につながる製造工程への変更 

新たな素材・製造工程の研究開発
環境に配慮した素材と製造技術の研究開発は、スポーツ工学研究所

の重点研究項目です。2013 年度は、それらに関連した13 の研究テー
マを通して、省エネルギー・省資源化、及び製品の耐久性やリサイクル
性の向上に取り組みました。

リサイクル素材の採用
アシックスは、厳しい機能要件、品質要件を満たすリサイクル素材

の選定を積極的に行っています。2013 年度は 140 点の製品にリサイ
クル素材を採用しました。今後もリサイクル素材や他の環境配慮型素材
の採用を進めます。

着地時にかかとが内側に倒れ込み過ぎるオーバープロネーションに対応したラン
ニングシューズ「GEL-SUPER J33」です。フィット性の向上を図り、アッパー（甲
被）に一体構造のシームレス素材を採用しています。また、これによりアッパーの
部品数が従来品の約半分に抑えられ、製造工程上の省エネルギー、廃棄物削減に
つながっています。

エネルギー
使用量と廃棄
物を削減

ランニングシューズ「GEL-SUPER J33」

50%
アッパー（甲被）

の部品数を削減

フィット性を高めるため、従来はそれぞれ別に加工した異素材を組み合わせていまし
たが、「GEL-KAYANO 20」では、設計の改善によりアッパー（甲被）に一体化構造
を採用したことで、フィット性を向上させながら、部品数を同シリーズの旧モデル比で
約25％削減できました。工程数やCO2排出量の削減につながっています。

ランニングシューズ「GEL-KAYANO 20」

CO2 排出量を削減25%
部品数を削減
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5,437 5,195 5,552

11,195 11,331 11,206

アシックス本社
（日本）

アシックス 
スポーツ工学 
研究所 
（日本）

アシックスドイチュラント（ドイツ）

アシックスオーストリア 
（オーストリア）

アシックスポルスカ 
（ポーランド）

アシックスヨーロッパ 
（オランダ）

アシックスＵＫ（イギリス）

製造及び物流での環境負荷の低減

製造工程での環境負荷低減に向けて積極的に製品のデザイン・設計の改善を行うとと
もに、自社やサプライヤー、製品を販売する店舗での環境負荷を低減します。

事業所からのCO2排出量（単位：トン）

n	スコープ1：都市ガス、ガソリン、軽
油、ＬＰガス、灯油

n	スコープ2：電気

オフィス、ショールーム、物流センター、生
産子会社を含むアシックスグループのデータで
す。社有車からの排出量も含まれます。

国内グループのデータは、「地球温暖化対策
の推進に関する法律」（温対法）に基づく係数
を用いて算出しています。また、電力の排出係
数には 0.410kg- CO2/kWh を使用しています。

海外グループのデータは、GHG プロトコル
が提供する係数を用いて算出しています。

2011 年度と 2012 年度のデータは、再集
計を行ったため、前回のレポートと一部異なる
部分があります。

CO2排出量の削減
2007 年から日本国内の事業所での CO2 排出量データを把握し、削

減に努めています。2010 年度からはアジア地域、2011年度からはそ
の他の海外事業所に取り組みを拡大しました。以下の方法で CO2 排出
量の削減に継続して取り組んでいます。

•	 日々の省エネルギー活動
•	 エネルギー効率の良い建物設計・設備の導入
•	 新たな事業所・設備・車両で再生可能エネルギーを利用

2013 年度、アシックスは全使用電力量のうち 6.5% を再生可能エ
ネルギーから調達しました。

また、アシックスジャパンの新しいオフィスビルに、低放射ガラスや
ＬＥＤ照明、再生可能エネルギーなどの環境配慮設計を採用しました。

2014 年度は、米州の物流センターの拡張や事務所の移転に際し、
エネルギー効率の向上について調査する予定です。

グループ事業所の管理
アシックスは、Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）

→ Act（改善）のサイクルに基づく環境活動の継続的改善を進めるた
めに、環境マネジメントシステム「ISO14001」認証の取得やそれに準
じた環境活動管理を進めています。2014 年 3 月 31日現在、７事業
所で ISO14001認証を取得しています（従業員数ベースで 24% のカバー
率）。

2014 年度はアシックスアメリカで認証取得に向けた取り組みを開始
するなど、グループで認証の取得拡大に努めています。

その他の地域の事業所も、アシックスグループ全体の環境マネジメン
トシステムに組み込まれており、定期的に環境活動実績を本社に報告し
ています。

現在、2015 年度に向けた主要なサステナビリティ目標に、事業所
からの CO2 排出量の 10% 削減を掲げています。

ISO14001認証取得事業所
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60.0%

2013

31.0%
38.5%

製品の安全性と品質の管理
アシックスは、製品の安全性と品質を重大な責務と捉え、製品安全

と品質保証に関する方針やガイドラインに基づき、全てのアシックス製
品がお客様と環境にとって安全であるよう努めています。

アシックスは、製品の安全性と品質、及び商品と広告宣伝での表示
について、関連する法規制、業界基準、自社基準に適合しているかど
うかを企画から出荷までの各過程で審査しています。

資材・製品の安全性と品質に関しては、定められた試験の結果に基
づき確認します。

本社組織では各部署に製品等安全管理者を置き、定期的な管理者
会議の開催等により情報の共有化及び部署間の整合性を図り、製品の
安全・品質保証に関する活動を推進しています。それらは情報共有や
安全性と品質に関する新たなガイドラインの導入にもつながっています。

また、これらガイドラインが適切に実施されるよう従業員教育をして
います。2013 年度には 56 回の研修を開催。延べ 2,486 人の従業員
が受講しました。 

化学物質管理
スポーツ用品業界にとって、化学物質の安全性は大きな関心領域で

す。アシックスは化学物質管理の継続的強化を目標に掲げ、有害化学
物質の使用及びそれによる影響を製品の企画から廃棄までの各段階で
削減する取り組みを進めています。

2015 年度までの主な取り組みは以下の通りです。

•	 制限物質リスト（RSL）を充実させ、消費者の製品使用や廃棄、
製造工程での化学物質リスクを低減

•	 製品や材料の化学物質分析の方法やガイダンスを強化

•	 化学物質管理に関するサプライヤーとのコミュニケーションを強
化

•	 アシックスとサプライヤー双方の化学物質リスクに関する知識を
向上

•	 2005 年に制定した「アシックス化学物質管理・運用ガイドライン」
を含む製品安全に関する各種ガイドラインを更新・強化

ガイドラインとシステムを強化
2013 年度は、「アシックス化学物質管理・運用ガイドライン」を改

訂し、アシックス製品の設計・製造での化学物質の管理に関するアシッ
クスとサプライヤーの責任を明確にしました。また、製品と材料の安全
性分析やそのガイダンスを強化しました。

そのほか、社内のデータベースシステムを改善し、工場やサプライヤー
からの化学物質の安全性に関する情報、更にはリサイクル原材料の含
有率、加工の種類、認証の有無を容易に管理、検索できるようにしま
した。

化学物質関連のリスクの知識を深めるため、国際的な制限物質リス
ト管理団体「Apparel and Footwear International RSL Management 
Group（AFIRM）」に加盟しました。AFIRM はアパレル・フットウエア
業界のサプライチェーンでの有害物質の使用や影響の低減に取り組ん
でいます。 

水溶性接着剤
シューズの製造工程で使用される接着剤は、環境負荷と労働環境の

点から、業界では主要な改善点の一つとなっています。

アシックスは、製造工程からの VOC（揮発性有機化合物）排出の削
減に向け、水溶性接着剤の採用率の向上に努めています。（2015 年度
目標：生産量の 60％以上で採用）

2013 年度は生産量の拡大のため、新規の生産委託先を開拓しまし
た。新規工場での水溶性接着剤の導入には時間を要するため、使用率
向上については大きな進捗はありませんでした。2014 年度は各工場の
状況を再評価し、具現化計画の見直しをする予定です。また、スポーツ
工学研究所では、シューズの成型工程の研究をしており、接着剤使用
量の低減と成型工程の簡略化に取り組んでいます。

詳細はこちら http://corp.asics.com/jp/csr/products_services

安全品質教育 製品に含まれる化学物質の安全性についての取り組み

安全な材料 安全な製造工程 安全な製品

水溶性接着剤を採用している生産量の割合

	 2015年度目標
n	2013年
n	2012年

2,486人
研修を受けた従業員数

    

56回
開催
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再利用によって
廃棄量を削減トン

20,298
紙をリサイクルトン

本の木に相当

20% 13%

67%

2013 年度 CO2 排
出量を 18.2トン削減

輸入業者の物流センター 内陸コンテナターミナル（ICT）※ 輸出業者の物流センター
港

Ａ社

Ｂ社

ICT

2013年度の輸送でのCO2排出量（単位：トン）

トラック/鉄道輸送には、港から物流センターへの輸送（欧州・
米州・日本）、物流センターから顧客への輸送（日本）のデータ
が含まれています。

船舶輸送と航空輸送はスポーツシューズ事業のデータです。

ＧＨＧプロトコルが提供する係数を用いて算出しています。

n	トラック/鉄道輸送� 6,617
n	船舶輸送� 33,839
n	航空輸送� 10,158

 北米での包装材のリサイクル

欧州での包装材の再利用

物流最適化
物流ネットワークの効率性は、エネルギー消費と密接に結びついて

いるため、効果的に環境負荷を低減することのできる領域の１つです。
物流拠点の集約化と他企業との協力によって物流効率の向上に努めて
います。

アシックスは、欧州と米州の物流ネットワークをそれぞれ数年内に集
約化する予定です。アジアでは、シンガポールに物流センターを開設し
ました。

また、アシックスは、海上コンテナのラウンドユース（往復利用）に
関する日本のプロジェクトで 20 社以上と連携しています。輸入で使用
したコンテナを内陸コンテナターミナルを介して他社が輸出に利用する
もので、空コンテナの返送を削減できることから、物流の効率化、
CO2 排出量の削減につながります。

この仕組みによって、当社は CO2 排出量を 2013 年度は 18.2トン、
過去３年間で合わせて43トン抑えました。

同プロジェクトは、経済産業省の「平成 25 年度グリーン物流優良事
業者表彰」で「経済産業大臣表彰」を受けました。

なお、2013 年度は、トラック/ 鉄道輸送と航空輸送での CO2 排出
量の測定を開始しました。

特に航空輸送での CO2 排出量には注視しており、製品を滞りなく配
送しながら、いかに環境負荷を低減できるかを検討しています。

包装材の環境負荷を低減
製品や輸送に使用する包装材の環境負荷の低減に取り組んでいます。

2013 年度も継続してシューズ箱にリサイクル素材や水溶性インクを
使用しました。また、各シューズに最適なサイズの箱を使うことで、包
装材の削減を進めています。ウエアの包装には単一素材を採用し、リサ
イクル性を向上させています。輸送用段ボールの再利用やリサイクルに
も努めています。

欧州では輸送用包装材の再利用でその廃棄量を13トン削減し、ま
た 710トンの段ボール包装材をリサイクルしました。北米では主要物流
センターで段ボール1,194トンをリサイクルしました。これは 20,298
本の木もしくは埋立地 3,582 立方ヤードに相当します。また、トータ
ルピッキング（複数の受注をまとめて集品し出荷する手法）を可能な限
り行うことで、輸送用包装材の廃棄量 659トンを削減しました。今後
も輸送用包装材の環境負荷の低減に取り組みます。

コンテナのラウンドユース（往復利用）によるCO2排出量の削減

※ICTが輸入業者と輸出業者の
コンテナ使用計画を調整し、 
物流効率を向上
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5,335

4,028

持続可能な店舗運営
アシックスの直営店事業は世界各地で急速に成長しています。その CO2 排出量は、2013 年度

には事業所及び直営店での排出量の 24％を占めるようになっています。

直営店の持続可能性を高めるために、エネルギー効率の向上、廃棄物の削減、安全性の向上に
努めています。

直営店での取り組みは、店舗設計と店舗運営に分かれます。事業が急速に成長しているため、 
特に店舗設計の改善に注力し、新規直営店で環境や安全性が重視されるよう徹底しています。 
　その一環として、2013 年度は直営店の環境配慮や安全性に関するガイドラインを作成しました。

床材

アクリル樹脂製の床材を環境に配慮した水性の
エポキシ樹脂製に変更することで、VOC（揮発
性有機化合物）排出の削減を目指しています。
ストックホルム（スウェーデン）、カナリーワーフ（イ
ギリス）、リーズ（イギリス）、ポルティマン（ポ
ルトガル）の旗艦店では既に移行が完了してい
ます。

アウトレットショップでは、リサイクル素材を
40% 含むなど環境に配慮したセラミックタイル
を７店舗に導入しています。

照明

アウトレットショップ１店で、環境負荷の少ない
照明を試験導入しました。今後は新規アウトレッ
トでも導入する予定です。

2014 年度は、エネルギー効率の良いＬＥＤ照
明を幅広い店舗で試験的に導入します。

表示物

表示物とその設置枠を刷新しました。表
示物の交換作業を簡素化させ、再製作の
頻度や廃棄物を削減しました。

什器 

2013 年は、什器を改善し、製造時の効
率性を向上させるとともに、耐久性を高め、
組み立てを容易にしました。改善された
什器は４店舗で導入されています。

直営店からのCO2排出量（単位：トン）

2013 年度は、直営店で
の環境負荷低減に継続し
て取り組みました。
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店舗でのサービス
世界各地のアシックスストアでは、スポーツシューズ製品やスポーツ

ウエア製品を幅広く取りそろえるとともに、専門的なアドバイスも提供
しています。３次元足形計測、ランニングフォーム測定などを通じ、シュー
ズの選び方を始め、安全にランニングを楽しむためのアドバイスやラン
ニング能力向上への支援をしています。

４本のレーザー光と８台のＣＣＤカメラを使い、足長、足囲、土踏ま
ずの高さ、母趾

し

の角度、かかとの傾きなどを立体計測します。

トレッドミル上での走行を撮影し、足の動きを分析します。これによっ
て、プロネーションタイプ（着地時にかかとが内側に倒れ込む度合い）
を把握することができます。 

運動能力向上と健康的なライフスタイルの推進

アシックスは毎年世界で135以上のマラソン大会や大規模ランニングイベントを支援
しています。大規模な国際大会から小規模な地域大会まで様々なスポーツイベントの支
援を通じ、各地のスポーツ振興や健康意識の向上に貢献しています。

　計測結果表は持ち帰ることができ、シューズ選びやランニング能力
向上に活用できます。

アシックス　ランニングラボ
バイオメカニクス（運動の力学的究明）の知見に基づき、６つの測定（足

形、下肢形態、体組成、脚筋力、ランニングフォーム、全身持久力）
を通してランナーの特徴を客観的に捉えます。

My ASICS
My ASICS（マイアシックス）は、ランナー一人ひとりのレベルに合っ

た効率の良いトレーニングメニューを提供し、目標達成をサポートする
無料オンラインサービスです。スポーツ工学研究所での研究成果に基
づき開発されました。 
　マラソン、ハーフマラソン、10km、５km、10 マイル、５マイルマラ
ソンに向けたトレーニングメニューを作成できます。メニューを開始し
たランナーの 78% がメニュー終了までトレーニングを続け、目標を達
成しています。

トレーニングメニューでは、ＡＴ（無酸素性作業閾
い き ち

値＝有酸素運動か
ら無酸素運動に移行する領域）を高めることで持久力を強化し、ラン
ナーのパフォーマンスを最大化します。 
　トレーニングの効果は、時間の長さや頻度、強度によって変わります
が、一般的に強度は把握しづらいとされています。My ASICS では、
ＡＴという科学的指標を使ってトレーニング強度を測定しています。

走行測定足形測定

母趾
し

の
角度

足囲

足長

かかとの
傾き

土踏まず
の高さ

利用者のうち目標を達成した人の割合

78%
  My ASICSでの目標達成率

STATIC FOOT ID（足形測定）

DYNAMIC FOOT ID（走行測定）

アシックス CSR・サステナビリティレポート2013/14 17人材への投資
と社会貢献

サプライヤー
との協力

概要 製品と 
サービスの
創造



サプライヤーとの
協力

WE ARE

connected

アシックスの理念
私たちを取り巻く環境をまもり、世
界の人々とその社会に貢献する
健全なサービスによる利益を、ア
シックスを支えてくださる株主、地
域社会、従業員に還元する
個人の尊厳を尊重した自由で公正
な規律あるアシックスを実現する



アシックスの取り組み

企業と社会と環境の持続的発展は一企業単独で実現できるものではありません。 
　ＮＧＯ、競合他社、研究機関、サプライヤー、労働組合など幅広いステークホルダー
とのつながりが欠かせません。私たちは企業理念の下、継続的な対話を通して相互に
有益なパートナーシップを構築します。

主な活動結果

１次サプライヤーを対象に工場
自主点検システムを新たに導
入しました。 
 

> 20ページへ

カンボジアと中国のサプライヤ
ー24社を対象に研修会を実施
しました。 

> 23ページへ

国際労働機関（ILO）のベター
ワークプログラムのパートナー
になりました。 

 
> 24ページへ

本社の全事業部門を対象に研
修会を実施しました。 
 

> 22ページへ

スポーツシューズ、スポーツウ
エア、スポーツ用具を製造する
１次サプライヤー89工場を監
査しました。 

> 21ページへ

2013年度に実施した全監査
に新しい工場評価システムを
適用しました。  

> 22ページへ

サプライヤー評価基準の一部
としてグローバル環境方針を
導入しました。 
 

> 22ページへ

2013年度に監査した１次サプ
ライヤー工場の64%がレベル
３以上の評価となりました。 

> 21ページへ

ＣＳＲ目的
•	 �公正な競争と適正な取引を通じて、利益を

創出します。
•	 �株主、地域社会、従業員に利益を適正に継

続的に還元します。

•	 �生産委託先工場などのサプライヤーに対し、
ＣＳＲの価値観を共有することを求めます。

•	 �自らの意思決定と事業活動が適切かつ円滑
に遂行されるよう、組織体制を整備します。

64%
2013年度に監査した１次サプライヤー工場の
64%がアシックス労働コンプライアンス基準
でレベル３以上の評価となりました。
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工場評価
　工場を新たに選定する際は、契約を締結する前に、アシックス基準に
よって社会的・環境的サステナビリティを評価します。

　取引開始後も、継続して監査などを行い、定期的に評価をします。

1. 自主点検
　アシックスの評価項目に基づいて工場側が自らの状態を確認するも
のです。アシックス基準と現場の実態への理解につながります。また、ア
シックスは、全工場の順守レベルを定期的に把握することで、監査や研
修など次段階の活動に役立てることができます。 

2. 自社監査 
　当社のＣＳＲ担当者が監査員として現場確認、資料確認、経営陣への
インタビューをします。アシックスの考え方を詳しく経営陣に説明し、意
見交換をしながら、問題点の抽出や改善策の立案をしています。

3. 委託監査 
　公認の監査会社に依頼して実施する監査です。現地の法規や言語、
文化に精通したプロの監査員が行うことで、従業員の声など自社監査で
は集めきれない情報を得ることができます。

コンプライアンス コミットメント

1.
監査とリスク管理

– カントリーリスク評価

– サプライヤー評価ツール

– �監査

– 改善計画

– 危機管理

2.
ガバナンスと透明性

– �サプライヤーとの契約

– �基準、ガイドライン、マニュアル

– 会社規程／方針

– �データ管理とシステム

– �内部・外部コミュニケーション

3.
研修と能力向上

– 研修会 

– �効率性・生産性に関する連携

– �事業へのＣＳＲ・サステナビリ
ティの導入

4.
ステークホルダーとの関わり

– �業界での連携
 (SAC、WFSGI、ベターワーク）

– �ステークホルダーとのオープ
ンかつ建設的な対話

（組合、NGO、メディア）

– �ＣＳＲ報告書の発行

サプライヤーとの取り組み

アシックスのサプライチェーン管理プログラムは、監査とリスク管理、ガバナンスと透明
性、研修と能力向上、ステークホルダーとの関わりの４領域で構成されています。

良い例：生地裁断時に適切な保護具（金属メッシュ手袋）を着用
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3
1:要大幅改善 2:要改善 3:法令・アシックス基準を順守 4:優良 5:卓越 

46% 18% 0% 34% 2% 

421 5
※該当工場
の割合

サプライヤーのＣＳＲ水準の向上
　2013年度、アシックスは、事業にサステナビリティを一層浸透させる
努力をしました。

　私たちは、生産委託先工場などのサプライヤーとのビジネスでのコン
プライアンスを重視しています。アシックス製品を作るサプライヤーに対
しては、アシックス基準を順守し、公平な労働条件と安全な労働環境を
その従業員に提供するよう求めています。

   アシックスは、法令や国際基準及びアシックス基準、そしてこれまで
の監査で得た知見を基に、工場評価システムを2012年に策定。2013
年度から本格運用し、工場のリスクレベルを５段階（5=最高 / 1=最
低）で把握するようにしました。

　2013年度は１次サプライヤーの89工場を監査し、うち64％が法令や
基準を順守している「３」レベル以上の評価となりました。

　評価結果は、今後の工場改善とこのシステムの更なる改善に反映させ
ていきます。

　なお、年間の監査計画は、各工場のリスクや改善の状況、地域特性な
どに基づき作成しています。

監査年 自社監査 委託監査 パートナーによる
監査※

計

2007 31 27 11 69

2008 34 36 8 78

2009 10 23 10 43

2010 32 22 8 62

2011 41 10 8 59

2012 36 13 7 56

2013 52 37 2 89 (+2)

※パートナーによる監査は、委託監査ではなく、様々なステークホルダーを通じて実施され
た監査です。2013年度は、２件実施されました。

年度別監査数

　生産委託先との連携に加えて、社内体制の強化にも取り組んでいます。

　2013年度は、ＣＳＲに関するグループ企業の責任範囲を拡大し、グ
ループ会社の１つでもＣＳＲ担当スタッフを任命しました。
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１次サプライヤー工場のコンプライアンス水準
※１次サプライヤーとは、アシックスの直接調達先

消防安全 電気機械安全 個人保護具 労働環境 化学品安全

アシックス方針の
周知

従業員権利の
周知

強制労働 児童労働 虐待と
ハラスメント

差別 母性保護結社の自由 賃金 労働時間 手当安全衛生 環境

監査評価基準



事業へのＣＳＲ・サステナビリティの浸透
　2013年度は、ＣＳＲ・サステナビリティへの考慮を全ての事業に浸透
させることを重視しました。アシックスグループの全スタッフは、事業を
安全かつ倫理的で持続可能なものにする重要な役割を担っています。

　監査結果や評価レベル、改善状況は製品調達部門などと共有し、改
善計画の立案、発注状況などビジネスによる影響が大きな課題の軽減、
それらに関する十分な情報に基づく経営判断などにつなげています。

　また、定期的な社内研修会を通じて全従業員の意識を高めるようにし
ています。そのほか、日々の業務でサプライヤーと緊密な関係にある部
門については、継続的な工場評価と改善、サプライチェーン上での問題
の発見、サプライヤー研修の需要の特定などに重要な役割を担っている
ことから、ＣＳＲ・サステナビリティ部署との間で定期的なミーティング
を開催しています。

　なお、工場の評価に当たっては、2012年度に策定し2013年度から
本格運用を始めた新しい評価システムを使用しています。これは、法令
や国際基準、これまでの監査で得た知見を基に策定したもので、グルー
プ全社がその委託先を同じ指標で評価しています。また、自社監査や委
託監査に限らず、第三者による監査結果であっても同様に評価すること
ができます。これにより、リスク、コンプライアンス上の課題、工場ごと
及び全社的な傾向の定量的把握が可能になっています。

2013年度、アシックスグループ全体に適用される新しい

グローバル環境方針を策定しました。

方針やガイドラインの適用
　2013年度、アシックスグループ全体に適用される新しいグローバル
環境方針を策定しました。

　現行の「アシックス業務委託先管理方針」にも労働基準に加えて環
境基準が盛り込まれていますが、新しい環境方針では、アシックスグル
ープが環境負荷低減に向けてすべきこと、そしてサプライヤーとの連携
の重要性をより明確にしています。

　2014年度は、全生産委託先工場を対象にサプライヤー基準を新しく
配付する予定で、同方針もその中に盛り込まれます。基準では、環境管
理と健康・安全の関連性に焦点を当てており、化学物質管理、個人用労
働保護具などに言及した工場管理ガイドラインや参考資料を添付する
予定です。

　化学物質管理のガイドライン（14ページ参照）や製造者向けガイドラ
イン、マニュアルも定期的に見直しています。これらの文書には、工場管
理や健康・安全に関する取り組み例を掲載しています。

コンピューターを使い、生地のパターンを最適化して省資源化を図る
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ニーズへの対応
　改善ニーズに基づき2013年度は研修会を３回開催しました。 

研修会の主要な内容は以下の通りです。 

労働安全衛生 
•	 化学物質の基礎 

•	 化学物質管理の原則と事例紹介

•	 消防安全 

労働と人事管理
•	 法的要件

•	 賃金と報酬－出来高賃金の正確な計算法を含む

•	 児童労働と若年労働者－児童労働の防止方法、より良い人事・採用の
管理プロセスの実施法

サプライヤー研修

2013年度、サプライヤーの継続的な改善の一環として、工場評価結果などを基に改善ニ
ーズについての再検討をしました。これにより、労働基準及び環境基準を継続的に改善す
る管理システムを構築し運用するノウハウが多くの工場で十分ではないことが分かりました。

これらが結果的に健康・安全など監査時の評価項目での不備となって表れ、アシック
ス基準違反として指摘されることにもつながっています。

Ying dong Shoes Co Ltd 
カンボジアのシューズ工場
　「Ying Dong Shoesは台湾に本社を置いており、カンボジア
工場は比較的に新しい事業です。カンボジアで工場を運営した経
験がほとんどなかったため、当初はカンボジアの文化や現地の規
制との間で葛藤しました。国際労働機関（ILO）の工場改善プログ
ラム「ベターファクトリーズ・カンボジア（BFC）」とアシックスの支
援を受けたことで、工場運営がより体系化し、多くの改善が達成で
きました。

　BFCによる初の工場監査は2011年12月に実施され、それ以
来BFCのアドバイスに従い、現場の明るさや通気性などの労働環
境、従業員トイレなどの衛生面の課題が改善できました。労働環
境が快適になったことで、生産性も向上しました。

　BFCからは、カンボジアの労働法を工場に適用する際の支援の
ほか、児童労働の防止や化学物質の管理などカンボジアでの経営
に重要な課題に対する研修も提供されました。BFCのサポートを
通じて、経営と従業員の関係やコミュニケーションが向上し、工場
管理体制も改善されました。

　BFCとアシックスの継続的な支援に感謝しています」

 

ベターファクトリーズ・カンボジアとアシックスの支

援を受けたことで、工場運営がより体系化し、多く

の改善が達成できました。

中国・広州  

外部の専門公認コンサルタント
による研修会を開催しました。

カンボジア・プノンペン  

ベターファクトリーズ・カンボジ
アとの共同で研修会を２回開
催しました。

27人 33人14社 10社
参加者 参加者参加

サプライヤー
参加
サプライヤー
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衣類の
輸出額

50億ドル

衣類の
輸出額

50億ドル
衣類の
輸出額

50億ドル
衣類の
輸出額

50億ドル
衣類の
輸出額

50億ドル

パートナーとの連携
　2013年、アパレル業界のサプライチェーンでの事故が各地で多数発
生しました。世界に衝撃を与え、特定の問題に業界が関心を払い続ける
必要性を再認識させることとなりました。2013年度にアシックスが特
定した主な優先事項は、若年労働者の保護、化学品管理に関する教育、
建物の安全対策と火災予防の強化です。

　アシックスは、持続可能で公正なスポーツ用品業界を目指すビジネス
パートナーと協働したいと考えています。そのパートナーシップには、サ
プライヤーとの関係だけではなく、アシックスグループ内の会社間の連
携も含まれます。声に耳を傾け、学び、オープンな対話を行うことによっ
て、信頼関係と有益なパートナーシップを構築していきます。

　アシックスは、サステナブル・アパレル連合（SAC）や世界スポーツ用
品工業連盟（WFSGI）など様々な組織と、相互に支援し合うなど積極
的に連携をしています。

　2013年度は、国際労働機関（ILO）のベターワーク（BW）プログラム
のパートナーとなりました。アシックスは、これらの活動が株主、お客
様、ビジネスパートナー、社会、次世代の人々など全てのステークホルダ
ーにとって有益なものであると考えています。

課題から学ぶ
　アシックスグループにとって、安全かつ倫理的な労働環境・労働条件
は最も重要な事項の１つです。しかし、2013年度は工場での労働環境
に関する課題に直面しました。

　アシックスのカンボジアでの生産委託先工場で、建物の不適切な建設
と使用方法によって、２人が亡くなり12人が負傷する事故が発生しました。

　事故に遭った人々が確実に補償されるよう労働者側、工場経営
者、ILO、現地労働組合、ＮＧＯ、業界団体などと真摯に協議を重ねまし
た。また、今後の同様の事故を防ぐため、カンボジアの全委託先工場を
対象に、労働安全衛生に関する研修会を開催しました。更に、同国内の
全委託先工場に対してILOのBFCプログラムへの参加を促し、その結果
全ての工場が登録を完了しました。

　重大事故の発生は、サプライヤーとの密接な協働の重要性を再認識
することにつながりました。今後もサプライヤーや他のステークホルダ
ーと連携し、アシックス製品の製造に関わる全ての人々にとって安全で
倫理的な労働環境・労働条件を実現していきます。

ベターファクトリーズ・カン
ボジア（BFC）
　「ベターワーク（BW）とベターファクトリー
ズ・カンボジアは、従業員や工場管理者に対
して様々なトレーニングプログラムやアドバ
イスを提供しています。これらは国際労働機
関（ILO）と国際金融公社（IFC）の独自パー
トナーシップの一環であり、両組織それぞれ
の強みの下に成り立っています。

　BFCはカンボジアで500を超える工場と協
働しており、そこでは50万人近い従業員が勤
務しています。これらの従業員が生産した衣類
の輸出額が2013年度には50億米ドルを超え
ています。BFCは13年の歴史にわたって、リー
ダーシップと適応能力を発揮し、政府、企業、
従業員が良好な労働条件の実現に向けて取り
組めるよう、絶え間ない努力を重ねてきました。

　アシックスは日本で唯一のBWのパートナ
ーです。このパートナーシップを通じ

て、BW・BFCとアシックスは、労働条件の改
善、建物の安全性の強化、児童労働の防止、
労働安全衛生の強化に向け連携し、カンボジ
ア・ベトナム・インドネシアの工場の継続的な
改善に取り組んでいます。

　2013年度、カンボジア国内のアシックス
のサプライヤーを対象に２つの研修会を共同
開催しました。この研修会は、児童労働の防
止や労働安全衛生の向上といったサプライヤ
ーの雇用管理上の意識を高めることを目的と
しました。また、BFCはサプライヤーに対し
て、様々なコンプライアンス上の問題（経営・
従業員間の良好な関係構築を含む）に取り組
むためのアドバイスも提供します。

　児童労働、従業員の権利意識向上、ストラ
イキ、上昇する最低賃金に関連する問題は、
カンボジアで重要な課題となっています。よ
りよい変化を参加サプライヤーにもたらすよ
う、BFCとアシックスは今後も緊密に連携し
ていきます。」

500,000人

500

従業員

しんし

工場

この事故に関する詳細と当社の対応については、当社ホームページをご参照下さい。http://corp.asics.com/en/p/cambodiaqa
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人材への投資と
社会貢献

one
WE ARE

アシックスの理念
私たちを取り巻く環境をまもり、世
界の人々とその社会に貢献する
個人の尊厳を尊重した自由で公正
な規律あるアシックスを実現する



アシックスの取り組み

アシックスは、創業哲学に基づき、人々と社会に貢献できる企業でありたいと考えています。

従業員の声に耳を傾け、ニーズを満たし、成長が実現できる環境の整備に努めています。　　
　また、寄付やチャリティー活動、社会投資、被災地支援を通じて、私たちが事業展開する地
域社会を支援しています。

創業者の鬼塚喜八郎は、終戦直後の荒廃した日本社会を目の当たりにし、スポーツを通じて
青少年の心身の育成に貢献したいと考えました。また、スポーツには心身を健康にするだけで
はなく、文化の違いを乗り越え、団結力を高める力があると信じていました。

創業から60年以上が経ちましたが、アシックスがスポーツを通じて社会に貢献するという
役割は変わっていません。

スポーツ用品企業として、人々がスポーツを楽しむことのできる明るい世界の実現に貢献し
ます。また、グローバル企業として、私たちの商品を使うお客様のみならず、世界の人々と地球
環境を尊重します。

主な活動結果

アシックス本社、アシッ
クスジャパン株式会社、
アシックス販売株式会
社に勤務する全階層を
対象に従業員調査「アシ
ックスサーベイ」を実施
し、1,963人から回答を
得ました。

> 27ページへ

組織内の研修制度を強
化しました。 
 
 
 
 
 

> 28ページへ

ダイバーシティ（多様
性）やワーク・ライフ・バ
ランス、従業員の健康的
なライフスタイルを促進
しました。 
 
 

> 27,29ページへ

所在地域の社会活動に
69万2,160ドルの支
援を行ったほか、14万
6,441ドル相当の物品
提供をしました。 
 
 
 

> 30〜32ページへ

東日本大震災で被災し
た子どもを継続的に支援
しています。 
 
 
 
 

> 32ページへ

CSR目的
•	 �スポーツ文化の発展や人々の健康的な生

活につながる活動等を通じて、地域や世
界に広がるコミュニティの振興に貢献し
ます。

•	 株主、地域社会、従業員に利益を適正に　
　継続的に還元します。

•	 �多様性を受け入れ、従業員一人ひとりがお
互いを尊重し、個性と創造性を発揮でき
る環境を整え、各個人の成長とともに企業
の成長を目指します。

全世界の従業員数

6,585人
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1,963人

25
回答者数

項目数

従業員調査

従業員

アシックスにとって従業員は最も大切な財産の１つです。従業員の意欲を高め、そして
個人の成長とともに企業が成長できる企業文化の醸成を目指します。また、「One Team 
（ワンチーム）」となって、多様性を受け入れ、従業員一人ひとりが互いに尊重し、個性
と創造性が発揮できる環境を私たちは整えていきます。

従業員の提案に基づいて
　従業員調査は、会社や組織について従業員がどう考えているのかを
理解し、それに基づいて制度や施策に反映させるのに役立ちます。

　2013年度は、株式会社アシックス・アシックスジャパン株式会社・ア
シックス販売株式会社に勤務する従業員を対象に、企業イメージ、職場
環境などの25項目からなる「アシックスサーベイ」を実施し、1,963人
から回答を得ました。その結果、従業員の多くが自社の製品・サービス
と、その背景にある「アシックススピリット」に誇りを持っていることが
分かりました。今後も従業員との関係性を維持し、更に高めていくこと
が重要です。

　2014年度以降は、同サーベイの全グループへの展開を目指し、対象
範囲を広げていく予定です。

　なお、2014年度からの新しい人事制度（評価、報酬、資格の制度）に
は、今回の調査結果も反映されています。新制度では、コンピテンシー
（期待される行動特性）という考え方を取り入れ、従業員と企業の更な
る成長を目指しています。

ワーク・ライフ・バランス
　業務の効率化による時間外労働の削減のほか、育児や介護などで一
時的に仕事を離れても働き続けることができる制度の設計で、ワーク・
ライフ・バランス（仕事と生活の調和）の実現に取り組んでいます。

　子育て支援策では、育児休業は第１子にとどまらず第２子・第３子で
の取得が増加しています。また、欧州では、３年以上前から在宅勤務制
度を導入しており、活用する社員が増えています。

カラダとココロの健康作り 
　「健全な身体に健全な精神があれかし」という創業哲学に基づき、従
業員のより健康的な生活の実現を支援する様々な取り組みをしています。

　アシックスの本社ビルや大きな事業所には体育館、シャワー設備があり、
昼休みや仕事帰りにランニングやヨガなどのスポーツが楽しめます。

　また、健康に配慮した食事メニューや社外のスポーツジムの会員割引
を従業員に提供しています。

　アシックスヨーロッパでは、全従業員対象のスポーツデーを年に１回
開催しています。スポーツデーでは、様々なスポーツを通じて、職場での
役割を超えて、互いに楽しみ、チームワークを構築し、体を存分に動かします。
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効果的な社内研修
　個人と組織の成長にとって教育は重要です。グローバルで活躍できる
リーダーの早期かつ継続的な育成を目的とした選抜研修に加えて、階層
別研修も強化するなど研修体系を充実させ、個人及び組織の成長と競
争力の向上を図りました。

　2013年度は、本社及び日本地域の従業員582人を対象に10種類の
研修を実施しました。2014年度は新しい人事制度に沿って、従業員が
それぞれの階層で求められる能力と現状との差異を埋められるような
支援をしていきます。

　各地の事業所では、グループ全体での統一性を保ちながら、それぞれ
のニーズと特性に合わせた研修を実施しています。

　新入社員教育のほか、ハラスメント防止、ダイバーシティ、マネジメン
ト能力向上、健康と安全などの研修があります。 

製造工程について学ぶ新入社員 自己の確立と他者の認知についての研修で、絵を使ってそれを表現
しようとする社員

10 種類の研修を実施

582
人対象

  従業員研修

   研修制度体系

アシックス
スピリット

リーダー
育成研修

（ABLS：アシッ
クスビジネスリー
ダースクール）

階層別研修

部門別研修自己啓発支援
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アシックスヨーロッパでのダイバーシティ
　アシックスヨーロッパ（欧州統括会社）は、多様な従業員で構成され
ており、更にそれを推し進めるよう努めています。

　また、上級管理職の女性比率の向上にも継続的に取り組んでいます。

ダイバーシティ推進プロジェクト
　新しいアイデアを引き出し、事業を革新し、企業が成長していくに
は、ダイバーシティ（多様性）の実現が不可欠です。

　アシックスには、性別、国籍、文化、年齢、経歴など、異なるバック
グラウンドを持つ人々が集まっています。また、ダイバーシティを推進
する上では、社員が根幹の部分でつながっていることが大切です。ダ
イバーシティ推進プロジェクトを通じて、多様な従業員の活性化を図っ
ています。

2013年度の活動
•	 ダイバーシティに関する情報発信を通じて社内の認識を向上させました。

•	 キャリアビジョンについて考える機会とネットワーク構築につなが
る社内フォーラムを開催しました。

•	 管理職を対象に、組織内でのダイバーシティ活用に関する研修会
を開催しました。

•	 女性にとって魅力的な企業となるよう、女性向けブランドや製品に
関する社内イベントを開催しました。

　現在、全従業員に占める女性の割合は46%で、上級管理職中では
32%です。

　国籍の多様性を見ると、傘下の各国現地法人では、従業員のほぼ全員
が現地国籍者です。

　特に、南アフリカでは、役員や上級管理職での民族や性別でのダイバ
ーシティの強化に向けた目標を設定しています。

アシックスヨーロッパの従業員の国籍

オランダ 56%

中東 0.5%

米州 4%

アジア・オセアニア 8%

アフリカ 1.5%その他ヨーロッパ 30%
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社会貢献

アシックスは、事業展開する地域の発展に貢献したいと考えています。世界各地のマ
ラソン大会やスポーツイベントへの支援、寄付、ボランティア、被災地支援、健康的で持
続可能な生活の推進など、様々な形で貢献しています。

アシックスアメリカ従業員によるセカンド・ハーベスト・フードバンクでのボランティア活動
カリフォルニア大学アーバイン校と協力し、研究農業用地での収穫と作物の箱詰め作業をしました。本来廃棄される果物を寄付するための活動で、収穫の後は、
こうした農作物のほかメーカーや市場などから寄付用に集められた食料品を集積するフードバンクの倉庫で、箱詰め作業をしました。今回箱詰めされた食料品
は、４人家族の１週間分に相当します。

地域社会の発展に向けて
アシックスは、創業の精神に基づき、社会に貢献していきます。様々なニ
ーズを持つ様々な地域で事業展開していることから、私たちの支援活動
はその多様なニーズを反映しています。

私たちはボランティア、被災地支援、寄付、経済的理由や身体的理由で
スポーツ参加が困難な人への支援、健康的で持続可能な生活のための教
育や研究への支援を通して、社会に貢献していきたいと考えています。

2013年度は69万2,160ドルの資金援助、スポーツ用品や各種設備及び
食料品など14万6,441ドル相当の物品提供をしました。さらに、在庫品２
万点以上を寄付したほか、日本、韓国、アメリカなど各地域の社員が地域
の慈善事業でボランティア活動をしました。

次ページに昨年度の活動概要をまとめています。

69万2,160ドル
所在地域の社会活動への支援

加えて14万6,441ドル相当を物品提供
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Families Forward
地域の恵まれない家庭にシ
ューズなどを提供しました。

Humana
在庫品や売れ残り商品、中古衣料を収
集・分類・販売するチャリティー団体で
す。アシックスヨーロッパの提供品によ
る収益金は、アフリカでの開発プロジェ
クトに役立っています。

Up and Running Again
地域の恵まれない家庭にシューズ
などを提供しました。

Family Resource Center
地域の恵まれない家庭にシューズ
などを提供しました。

Pediatric Cancer 
Foundation
小児がん研究団体を支援す
るチャリティーマラソンのボ
ランティアにウエア、シュー
ズ、バッグを提供しました。

ITDonations
ＩＴ機器や携帯電話などのサステナビリティと責任ある廃
棄に取り組む独立した基金で、収益の寄付先は寄付した組
織が選択することができます。2013年度、アシックスヨー
ロッパの機器処分による収益は「RIGHT TO PLAY」に寄
付されました。

Two Ten 
Foundation
アシックスアメリカはチ
ャリティーオークション
で集めたお金を寄付し
ました。また、寄付で得
られた食料品を箱詰め
するボランティア活動に
も参加しました。

ASICS Tomorrow Project
東日本大震災で被災した子どもへの
継続的支援活動をしています。

Special Olympics Nippon

Prostate Cancer Foundation
前立腺がん研究の発展を世界的に支援
する慈善団体です。
アシックスアメリカは特別商品を販売
し、その売上金を寄付しました。

スペシャルオリンピックス日本は、知
的障がいのある人たちに、様々なス
ポーツトレーニングとその成果の発
表の場である競技会を、年間を通じ
て提供しているスポーツ組織です。ア
シックス社員は日本の各地で開催さ
れている競技会や日常プログラムに
ボランティアで参加しています。

NCAAD-Woman To Woman 
Recovery Programs

Second Harvest 
Food Bank
アシックスアメリカの社
員が果物の収穫やフー
ドバンクでの食料品の
箱詰めなどのボランティ
ア活動をしました。
（30ページ参照）

Boys and Girls Club 
of Santa Ana
地域の恵まれない若者にシュ
ーズなどを提供しました。

アルコールや薬物への依存症、家
庭内暴力の防止に取り組むＮＧＯ
に物品提供しました。

Right to Play
スポーツを楽しむことで生まれる力を活用し
て、困難な状況にある子どもに社会的な力を
与えようとする世界的な団体です。この団体
は、オランダ最大のランニング大会「ダム　
トウ　ダムループ」の長期的チャリティー対
象であり、アシックスは同大会の主要スポン
サーであることから、他のスポンサーととも
に募金活動を行いました。

Right Action for Women
乳がん啓発活動と、乳がんのリスクがありながら検査が受けられない女性への
経済援助をしている団体です。アシックスアメリカは、乳がん啓発のシンボルカ
ラーであるピンク色の特別商品を販売し、その売上金を寄付しました。

各地での社会貢献活動
Cookies for Kids’ Cancer
アシックスアメリカは、小児がんに
関する啓発活動を支援するため、特
別商品を販売し、その売上金を団体
に寄付しました。
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A Bright Tomorrow Through Sport
あしたへ、スポーツとともに
　2011年４月、アシックスは「A Bright Tomorrow Through 
Sport」（あしたへ、スポーツとともに）というプロジェクトを開始しま
した。これは、東日本大震災で被災した子どもへの継続的支援活動
で、スポーツを通して心身の健全な発達を促進することを目的として
います。

商品提供プログラム
　2011年４月１日時点で０歳から18歳までの震災孤児を対象に、満
19歳を迎えるまで当社スポーツ用品を毎年継続的に提供します。2014
年３月31日現在、148人が登録しています。

スポーツ選手訪問プログラム 
　プロスポーツ選手が被災地を訪問し、スポーツ教室の開催などで、
子どもにスポーツを楽しむきっかけを提供します。

神戸招待プログラム
　神戸市に本社を置くアシックスは、1995年の阪神・淡路大震災で
大きな被害を受けました。このプログラムは、被災地域の子どもを神
戸のアシックススポーツミュージアムやアシックススポーツ工学研究
所などに招待し、スポーツの楽しさや復興した神戸に触れることで活
力を取り戻してもらう活動です。2013年度には４つの学校から160
人の生徒が参加しました。

健康運動支援プログラム
　社員や協力スタッフが被災地域を訪問し、健康支援のための運動指
導やイベントを実施します。

アシックス陸上教室
　東日本大震災から３年が経過し、都市部では復興の気配を見せて
いますが、沿岸部では日常生活での自由に制約があり、子どもの体力
低下や精神的ストレスなど、様々な問題を抱えています。

　アシックスは、プロジェクトの一環として、2014年１月に宮城県の
女川小学校で初の陸上競技イベントを開催しました。この地域は沿
岸部に位置し、震災の際は大津波に見舞われました。生徒の多くが
家を失い、現在も仮設住宅で暮らしています。

　震災後スポーツに触れる機会が減少した子どもに運動を促すとと
もに、世界的なアスリートとの交流を通じて夢を持つことの大切さを
理解してもらう目的で開催。日本のトップ短距離ランナーで「世界最
速の高校生」として知られる桐生祥秀選手が講師を務めました。かね
て被災地支援の機会を探していた桐生選手の思いと当プロジェクト
の目的が合致したことから実現したものです。

　参加した子どもからは、「トップアスリートと一緒に走るという経
験は思い出深く、本当に楽しかった」という声が寄せられました。こ
のイベントに参加した小学５年生は2020年には現在の桐生選手と
同じ18歳になっています。もしかすると参加者の中から東京オリンピ
ックの出場者が出てくるかもしれません。

日本のトップスプリンター桐生祥秀選手がアシックス陸上教室で被災地域の子どもに運動の楽しさを伝えました
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詳細はホームページへ 
アシックス及びそのＣＳＲ・サステナビリティ活動の詳
細、ＧＲＩ指標、過去のレポートについては、当社ホームペ
ージをご参照下さい。

corp.asics.com/jp


